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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鍵に対応して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である
変位部材によって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体であ
って、
　基板に取り付けられるためのベース部と、
　前記ベース部から膨出し、前記変位部材によって駆動される弾性膨出部と、
　前記基板に配設された固定接点部に対向するように、前記弾性膨出部に弾性的に少なく
とも３つ設けられた、ドーム状の可動接点が、対応する固定接点部に当接することでそれ
ぞれオン状態となる複数の可動接点部とを有し、
　前記複数の可動接点部は、押鍵往行程においてオンとなる順序が決まっており、押鍵往
行程において後からオンとなる可動接点部ほど、オンとなる順序が隣接している可動接点
部同士の配設間隔が小さく設定され、且つ、押鍵往行程において後からオンとなる可動接
点部ほど、オンとなる順序が隣接している可動接点部同士における互いに最も近い部分同
士の間隔が小さく設定されていることを特徴とする電子鍵盤楽器のスイッチ体。
【請求項２】
　鍵に対応して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である
変位部材によって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体であ
って、
　基板に取り付けられるためのベース部と、
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　前記ベース部から膨出し、前記変位部材によって駆動される弾性膨出部と、
　前記基板に配設された固定接点部に対向するように、前記弾性膨出部に弾性的に少なく
とも３つ設けられた、ドーム状の可動接点が、対応する固定接点部に当接することでそれ
ぞれオン状態となる複数の可動接点部とを有し、
　１つの前記鍵に対して前記鍵の長手方向に沿って隣接配置された可動接点部同士の前記
鍵の並び方向における配置位置が異なっていることを特徴とする電子鍵盤楽器のスイッチ
体。
【請求項３】
　前記鍵の長手方向に隣接する可動接点部同士が前記鍵の長手方向においてオーバーラッ
プしていることを特徴とする請求項２記載の電子鍵盤楽器のスイッチ体。
【請求項４】
　鍵に対応して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である
変位部材によって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体であ
って、
　基板に取り付けられるためのベース部と、
　前記ベース部から膨出し、前記変位部材によって駆動される弾性膨出部と、
　前記基板に配設された固定接点部に対向するように、前記弾性膨出部に弾性的に設けら
れ、対応する固定接点部に当接することでそれぞれオン状態となる３つのドーム状の可動
接点部とを有し、
　前記３つの可動接点部は、平面視において各可動接点部を頂点とした三角形を呈するよ
うに配置されたことを特徴とする電子鍵盤楽器のスイッチ体。
【請求項５】
　前記変位部材は各々の回動支点を中心に回動するように構成され、前記３つの可動接点
部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の側を向くスイッチ体と、前記３つの可動
接点部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の反対側を向くスイッチ体とが、前記
鍵の並び方向において交互に配設されたことを特徴とする請求項４記載の電子鍵盤楽器の
スイッチ体。
【請求項６】
　前記変位部材は各々の回動支点を中心に回動するように構成され、白鍵または黒鍵のい
ずれか一方の操作により変位する変位部材に対応して、前記３つの可動接点部が呈する三
角形の頂点の１つが前記回動支点の側を向くスイッチ体が配設され、前記白鍵または前記
黒鍵のいずれか他方の操作により変位する変位部材に対応して、前記３つの可動接点部が
呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の反対側を向くスイッチ体が配設されたことを
特徴とする請求項４記載の電子鍵盤楽器のスイッチ体。
【請求項７】
　前記３つの可動接点部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の側を向くスイッチ
体は、前記白鍵の操作により変位する変位部材に対応して配設され、前記３つの可動接点
部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の反対側を向くスイッチ体は、前記黒鍵の
操作により変位する変位部材に対応して配設されたことを特徴とする請求項６記載の電子
鍵盤楽器のスイッチ体。
【請求項８】
　鍵に対応して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である
変位部材によって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体であ
って、
　基板に取り付けられるためのベース部と、
　前記ベース部から膨出し、前記変位部材によって駆動される弾性膨出部と、
　前記基板に配設された固定接点部に対向するように、前記弾性膨出部に弾性的に設けら
れ、対応する固定接点部に当接することでそれぞれオン状態となる４つのドーム状の可動
接点部とを有し、
　前記４つの可動接点部は、平面視において各可動接点部を頂点とした四角形を呈するよ
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うに配置されたことを特徴とする電子鍵盤楽器のスイッチ体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子鍵盤楽器において、押鍵操作により鍵自身やハンマ等の変位部材によって駆
動されるスイッチ体が配設されたものが知られている（下記特許文献１）。この種のスイ
ッチ体は、軟質の樹脂等で形成され、ベース部からドーム型に膨出した弾性膨出部に可動
接点部が基板側に突出して設けられ、対応する基板上の固定接点部に当接することで導通
（オン）状態となり、押鍵操作が検出される。
【０００３】
　また、下記特許文献２に示されるように、１つのスイッチ体に可動接点部が３つ以上設
けられるものでは、押鍵往行程においてオンとなる順序が決まっているものがある。そし
て、各可動接点部のオンにより、押鍵の有無や押鍵速度等が検出される。
【０００４】
　この種のドーム型のスイッチ体は、その弾性により、駆動されて変形し、非押鍵状態と
なると元の形状に復帰する。その際、可動接点部も弾性膨出部にスカート部を介して弾性
的に一体に設けられるので、固定接点部に当接すると弾性変形し、非押鍵状態となると元
の形状に復帰する。従って、押鍵操作時には、可動接点部が順に変形することで、反力と
して荷重が順に鍵に加わることになる。スイッチ体は、鍵支点に近い位置に配置されるほ
ど、指に感じる荷重の影響が小さくなるため、スイッチ体の弾性変形が押鍵感触に与える
悪影響は小さくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３３８１６０４号公報
【特許文献２】特公昭６１－５４２３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、可動接点部が３つ以上配置されるスイッチ体で、それらが鍵の長手方向
に一列に配列される場合は、鍵の長手方向におけるスイッチ体の全長が長くなり、スイッ
チ体の大型化に繋がる。そのため、可動接点部が２つのものに比べれば、奏者側に近づく
配置とならざるを得ず、弾性変形が押鍵感触に与える影響が大きくなる。
【０００７】
　ところで、可動接点部が３つ以上配置されるスイッチ体では、押鍵往行程において早く
オンする可動接点部ほど基板側への突出高さが高いので、押鍵終了までに変形する量が多
い。そのため、可動接点部のスカート部の変形による広がり傾向が大きい。従って、早く
オンする可動接点部ほど、それのスカート部に必要な寸法が大きくなり、隣接配置される
可動接点部との必要な配設間隔が大きくなる。
【０００８】
　従来、２番目以降にオンする可動接点部についても、最初にオンする可動接点部と同じ
ようなスカート部の設計が採用されることが通常であるが、２番目以降にオンする可動接
点部については、適切な変形を確保する上で配設間隔に余裕があると考えられ、改善の余
地がある。
【０００９】
　本発明は上記従来技術の問題を解決するためになされたものであり、その目的は、スイ
ッチ体を小型にできると共に、押鍵感触向上に寄与することができる電子鍵盤楽器のスイ
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ッチ体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明の請求項１の電子鍵盤楽器のスイッチ体は、鍵に対応
して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である変位部材（
１０、１５）によって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体
（ＳＷ）であって、基板（１２）に取り付けられるためのベース部（２１）と、前記ベー
ス部から膨出し、前記変位部材によって駆動される弾性膨出部（２２）と、前記基板に配
設された固定接点部（１７）に対向するように、前記弾性膨出部に弾性的に少なくとも３
つ設けられた、ドーム状の可動接点が、対応する固定接点部に当接することでそれぞれオ
ン状態となる複数の可動接点部（２５）とを有し、前記複数の可動接点部は、押鍵往行程
においてオンとなる順序が決まっており、押鍵往行程において後からオンとなる可動接点
部ほど、オンとなる順序が隣接している可動接点部同士の配設間隔（Ｄ）が小さく設定さ
れ、且つ、押鍵往行程において後からオンとなる可動接点部ほど、オンとなる順序が隣接
している可動接点部同士における互いに最も近い部分同士の間隔が小さく設定されている
ことを特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するために本発明の請求項２の電子鍵盤楽器のスイッチ体は、鍵に対応
して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である変位部材に
よって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体であって、基板
に取り付けられるためのベース部と、前記ベース部から膨出し、前記変位部材によって駆
動される弾性膨出部と、前記基板に配設された固定接点部に対向するように、前記弾性膨
出部に弾性的に少なくとも３つ設けられた、ドーム状の可動接点が、対応する固定接点部
に当接することでそれぞれオン状態となる複数の可動接点部とを有し、１つの前記鍵に対
して前記鍵の長手方向に沿って隣接配置された可動接点部同士の前記鍵の並び方向におけ
る配置位置が異なっていることを特徴とする。
【００１２】
　好ましくは、前記鍵の長手方向に隣接する可動接点部同士が前記鍵の長手方向において
オーバーラップしている（請求項３）。
【００１３】
　上記目的を達成するために本発明の請求項４の電子鍵盤楽器のスイッチ体は、鍵に対応
して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である変位部材に
よって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体であって、基板
に取り付けられるためのベース部と、前記ベース部から膨出し、前記変位部材によって駆
動される弾性膨出部と、前記基板に配設された固定接点部に対向するように、前記弾性膨
出部に弾性的に設けられ、対応する固定接点部に当接することでそれぞれオン状態となる
３つのドーム状の可動接点部とを有し、前記３つの可動接点部は、平面視において各可動
接点部を頂点とした三角形を呈するように配置されたことを特徴とする。
【００１４】
　好ましくは、前記変位部材は各々の回動支点（１１、１４）を中心に回動するように構
成され、前記３つの可動接点部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の側を向くス
イッチ体と、前記３つの可動接点部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の反対側
を向くスイッチ体とが、前記鍵の並び方向において交互に配設される（請求項５）。
【００１５】
　あるいは、前記変位部材は各々の回動支点（１１、１４）を中心に回動するように構成
され、白鍵（１０Ｗ）または黒鍵（１０Ｂ）のいずれか一方の操作により変位する変位部
材に対応して、前記３つの可動接点部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の側を
向くスイッチ体が配設され、前記白鍵または前記黒鍵のいずれか他方の操作により変位す
る変位部材に対応して、前記３つの可動接点部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支
点の反対側を向くスイッチ体が配設される（請求項６）。さらに好ましくは、前記３つの
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可動接点部が呈する三角形の頂点の１つが前記回動支点の側を向くスイッチ体は、前記白
鍵の操作により変位する変位部材に対応して配設され、前記３つの可動接点部が呈する三
角形の頂点の１つが前記回動支点の反対側を向くスイッチ体は、前記黒鍵の操作により変
位する変位部材に対応して配設される（請求項７）。
【００１６】
　上記目的を達成するために本発明の請求項８の電子鍵盤楽器のスイッチ体は、鍵に対応
して設けられ、押鍵操作により変位する鍵自身または鍵に連動する部材である変位部材に
よって駆動され、対応する鍵の操作を検出する電子鍵盤楽器のスイッチ体であって、基板
に取り付けられるためのベース部と、前記ベース部から膨出し、前記変位部材によって駆
動される弾性膨出部と、前記基板に配設された固定接点部に対向するように、前記弾性膨
出部に弾性的に設けられ、対応する固定接点部に当接することでそれぞれオン状態となる
４つのドーム状の可動接点部とを有し、前記４つの可動接点部は、平面視において各可動
接点部を頂点とした四角形を呈するように配置されたことを特徴とする。
【００１７】
　なお、上記括弧内の符号は例示である。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の請求項１、２、４、８によれば、スイッチ体を小型にできると共に、押鍵感触
向上に寄与することができる。
【００１９】
　請求項３によれば、隣接する可動接点部の配設間隔を適切に保ちつつ、スイッチ体の前
後長さを一層短くすることができる。
【００２０】
　請求項５によれば、スイッチ体同士が干渉しない範囲で可動接点部を大きく設計するこ
とができる。
【００２１】
　請求項６によれば、白鍵同士及び黒鍵同士の押鍵感触を均一にすることができる。
【００２２】
　請求項７によれば、回転角の大きい黒鍵について２つの可動接点部を回動支点の近くに
配置することで、押鍵時における荷重増大の影響を小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るスイッチ体が適用される電子鍵盤楽器の１つの
鍵に着目した模式的な側面図である。
【図２】スイッチ体の縦断面図、裏面図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態及びその変形例に係るスイッチ体の裏面図である。
【図４】第３の実施の形態における１オクターブ分のスイッチ体を模式的に示す平面視に
相当する図である。
【図５】第３の実施の形態の変形例のスイッチ体を模式的に示す図である。
【図６】可動接点部のみの配設位置を模式的に示す図、及び裏面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００２５】
　（第１の実施の形態）
　図１（ａ）は、本発明の第１の実施の形態に係るスイッチ体が適用される電子鍵盤楽器
の１つの鍵に着目した模式的な側面図である。
【００２６】
　本電子鍵盤楽器には、基板１２、鍵１０、制御部１９、楽音発生部９、スイッチ体ＳＷ
が設けられている。全体の図示はしないが、鍵１０には白鍵１０Ｗと黒鍵１０Ｂとがあり
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、奏者からみて左右方向に複数の鍵１０が並列配置される。鍵１０は、いずれも同様に構
成され、後部の鍵支点１１を中心に前端部（図１（ａ）の左端部）が上下方向（図１（ａ
）の時計及び反時計方向）に揺動（回動）自在にされている。鍵１０は、前端部が常に上
方に付勢されると共に、非押鍵状態では不図示のストッパに係合して図１（ａ）に示す初
期位置に規制される。鍵１０は、初期位置において前端部が押下されると前端部が下方に
変位する。
【００２７】
　スイッチ体ＳＷは、各鍵１０に対応して基板１２上に配設され、対応する鍵１０によっ
て駆動されて、検出信号を制御部１９に供給する。制御部１９及び楽音発生部９は鍵盤楽
器に１つずつ設けられる。制御部１９は、個々には図示しないが、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡ
Ｍ、タイマ、記憶装置、各種インターフェイス等を備え、ＲＯＭに記憶されたプログラム
に従って、ＣＰＵが楽器全体の動作を制御する。楽音発生部９は、個々には図示しないが
、音源回路、効果回路、サウンドシステム等を備え、制御部１９による制御に従って、音
響を発生させる。本実施の形態では、スイッチ体ＳＷにより検出される押鍵操作された鍵
１０に対応する楽音が発生する。
【００２８】
　本実施の形態では、スイッチ体ＳＷが鍵１０によって駆動される構成を例示するが、こ
れに限られない。スイッチ体ＳＷは、押鍵操作により変位する変位部材によって駆動され
ればよく、その変位部材は鍵１０自身でもよいし、鍵１０に連動する部材であってもよい
。例えば、図１（ｂ）に示すように、変位部材はハンマ１５であってもよい。また、鍵１
０と変位部材との間に介在部材があってもよい。
【００２９】
　すなわち、図１（ｂ）に示す例では、鍵１０の下方にはハンマ１５が対応して配設され
る。ハンマ１５は、鍵１０の配列方向に並列に鍵数分配列される。各ハンマ１５は、ハン
マ支点１４を中心に図１（ｂ）の時計及び反時計方向に回動自在になっている。鍵支点１
１、ハンマ支点１４の前後方向の位置はそれぞれ共通とする。
【００３０】
　ハンマ１５の前端部と鍵１０の前端部とは回動軸１３で回動自在に連結されている。従
って、押離鍵操作により鍵１０が回動するのに連動して対応するハンマ１５が回動する。
ハンマ１５の後端部に質量が集中するようになっている。自由状態では、ハンマ１５は、
鍵１０を図１（ｂ）の時計方向に付勢するように配設されている。ハンマ１５が有する質
量によって、押鍵操作に対して慣性力が付与され、生ピアノのような押鍵感触が得られる
。スイッチ体ＳＷは、ハンマ１５の駆動部１６によって駆動される。
【００３１】
　次に、スイッチ体ＳＷの構成を説明する。各スイッチ体ＳＷは同様に構成されるので、
代表として１つのスイッチ体ＳＷの構成を説明する。図２（ａ）、（ｂ）は、スイッチ体
ＳＷの縦断面図、裏面図である。図２（ａ）、（ｂ）において、図の上側が後方、すなわ
ち、鍵支点１１がある側であり、図の下側が奏者側（前方）である。以降、鍵１０の長手
方向を前後方向とも称し、奏者からみて鍵支点１１がある側を後方と称する。
【００３２】
　スイッチ体ＳＷは、可動接点部と固定接点部との組み合わせが３つ以上である３メイク
式以上の構成が採用されるが、図２（ａ）の例では３メイク式が例示されている。すなわ
ち、スイッチ体ＳＷは、ゴム等の弾性部材で一体に構成された接点時間差タイプの３メイ
ク式タッチレスポンススイッチである。
【００３３】
　図２（ａ）、（ｂ）に示すように、スイッチ体ＳＷは、ベース部２１を有し、ベース部
２１が基板１２に固着等によって取り付けられている。スイッチ体ＳＷにおいて、ベース
部２１からは、上方にドーム状に膨出した弾性膨出部２２が形成される。弾性膨出部２２
は、ベース部２１から延設され弾性変形しやすいスカート部２６を有する。弾性膨出部２
２の上面に鍵１０が当接しており、押鍵操作されると弾性膨出部２２が下方に駆動される
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。非押鍵状態において鍵１０が弾性膨出部２２の上面から少し離れている構成であっても
よい。
【００３４】
　弾性膨出部２２の内側には、弾性膨出部２２から下方（基板１２側）にドーム状に膨出
した可動接点部２５（２５Ａ、２５Ｂ、２５Ｃ）が３つ設けられている。可動接点部２５
は、弾性膨出部２２において、弾性変形しやすいスカート部２４（２４Ａ、２４Ｂ、２４
Ｃ）を介して弾性的に接続され、個々に変形できるようになっている。各可動接点部２５
の最下部には、基板１２に平行な可動接点が設けられており、これら可動接点は、カーボ
ンインク等の導電性材料でなる。これら可動接点は、基板１２に平行であることに限定さ
れず、対向していればよい。
【００３５】
　また、基板１２の上面には、一対の櫛歯状電極（詳細は図示せず）で構成された固定接
点部１７（１７Ａ、１７Ｂ、１７Ｃ）が敷設され、可動接点部２５Ａ、２５Ｂ、２５Ｃと
固定接点部１７Ａ、１７Ｂ、１７Ｃとがそれぞれ対向している。非押鍵状態において、可
動接点部２５の基板１２側への突出高さは、高い順に可動接点部２５Ａ、２５Ｂ、２５Ｃ
となっている。つまり、可動接点部２５Ａが最も基板１２に近い。
【００３６】
　各可動接点部２５は、対応する固定接点部１７に当接することでそれぞれオン状態とな
る。ここで、上記した突出高さの設定によって、可動接点部２５は、押鍵往行程において
オンとなる順序が決まっており、早くオンするものから順に、可動接点部２５Ａ、２５Ｂ
、２５Ｃとなっている。一方、離鍵行程においては、早くオフするものから順に、可動接
点部２５Ｃ、２５Ｂ、２５Ａとなる。
【００３７】
　各可動接点部２５のオン、オフの検出信号による楽音制御の態様は問わない。一例とし
ては、押鍵往行程において、可動接点部２５Ａのオンから可動接点部２５Ｂのオンまでの
時間で押鍵ベロシティを設定し、可動接点部２５Ｃのオンを発音のトリガとする。離鍵行
程においては、可動接点部２５Ｃのオフから可動接点部２５Ｂのオフまでの時間で離鍵ベ
ロシティを設定し、可動接点部２５Ａのオフを消音のトリガとする。
【００３８】
　ところで、可動接点部２５は前後方向に直線上に一列に配置されるが、間隔は等間隔で
ない。図２（ｂ）に示すように、可動接点部２５Ａと可動接点部２５Ｂとの配設間隔はＤ
１、可動接点部２５Ｂと可動接点部２５Ｃとの配設間隔はＤ２で、その大小関係は、Ｄ１
＞Ｄ２となっている。この場合、可動接点部２５は円形で、重心から外郭までの距離が一
定であるので、重心位置同士の間隔で表現した。しかし、隣接する最も近い部分同士の間
隔で表現すると、各配設間隔はｄ１、ｄ２であり、その場合でも、ｄ１＞ｄ２となってい
る。
【００３９】
　一番先にオンする可動接点部２５Ａは、固定接点部１７Ａに当接した後のスカート部２
４Ａの変形量が大きく、ドームの広がり領域が大きい。そのため前後方向においても大き
なスペースを要し、それを満たすようにスカート部２４Ａの設計がなされる。ここで、従
来であれば、２番目以降にオンする可動接点部２５Ｂ、２５Ｃについても、スカート部２
４Ｂ、２４Ｃの設計についてはスカート部２４Ａと同じとし、従って、可動接点部２５Ａ
、２５Ｂ、２５Ｃが等間隔に配設されるのが通常であった。
【００４０】
　そのため、スカート部２４Ｂ、２４Ｃについては、過剰なスペースを割いていることに
なり、特に前後方向においても余裕があった。これに対し本実施の形態では、２番目以降
にオンする可動接点部２５Ｂ、２５Ｃについてはスカート部２４Ｂ、２４Ｃの変形量が少
なくて済むことに着目し、必要最小限のスペースを割いて設計した。その結果、可動接点
部２５Ｂ、２５Ｃの適切な動作を妨げない範囲で、間隔Ｄ１よりも間隔Ｄ２をより小さく
できることとなった。
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【００４１】
　ところで、図２（ａ）の例では、スイッチ体ＳＷは、駆動されるとスカート部２６が撓
んで弾性膨出部２２が全体的に下方に変位する構成である。しかし、これに限られず、図
２（ｃ）に変形例を示すように、スカート部２６が片側のみに設けられ、ヒンジ部１８を
中心に弾性膨出部２２が回動するような片持ち構造であってもよい。
【００４２】
　また、可動接点部２５の数が３より多い場合でも、押鍵往行程において後からオンとな
る可動接点部２５ほど、オンとなる順序が隣接している可動接点部２５同士の配設間隔Ｄ
が小さく設定される。例えば、図２（ｄ）に示すように、可動接点部２５が４個の場合、
可動接点部２５Ｃと可動接点部２５Ｄとの配設間隔はＤ３で、その大小関係は、Ｄ１＞Ｄ
２＞Ｄ３と設定される。
【００４３】
　本実施の形態によれば、後からオンとなる可動接点部の配設間隔を小さくすることでス
イッチ体ＳＷ全体を小型化することができる。スイッチ体ＳＷは、その弾性により押鍵に
対する反力を発生させるが、小型になる分、スイッチ体ＳＷを鍵支点１１側近くに配置可
能になるので、荷重上昇の影響が小さくなり、押鍵感触向上に寄与する。また、スカート
部２４が不必要に大きいと押鍵荷重が大きくなるが、後にオンする可動接点部２５の配設
間隔が小さくなっていることで、ストローク後半の荷重の急上昇を抑制でき、押鍵感触向
上に寄与する。よって、スイッチ体ＳＷを小型にできると共に、押鍵感触向上に寄与する
ことができる。
【００４４】
　（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態では、スイッチ体ＳＷにおいて可動接点部２５は前後方向に直線上に
一列に配置されたが、本発明の第２の実施の形態では、鍵並び方向における可動接点部２
５の配置位置を異ならせる。その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００４５】
　図３（ａ）は、本発明の第２の実施の形態に係るスイッチ体ＳＷの裏面図である。スイ
ッチ体ＳＷの基本構成は第１の実施の形態と同じであるので、断面図は省略する。特に、
平面視における各可動接点部２５の相対的な配置位置に特徴がある。
【００４６】
　図３（ａ）に示すように、可動接点部２５Ａ、２５Ｂ、２５Ｃは、斜め一直線に配設さ
れ、最も前側の可動接点部２５Ａが最も図の左（奏者からみて右）側に位置している。こ
れにより、スイッチ体ＳＷの前後方向の全体長さを短縮することができる。ここで、鍵盤
装置において、他の鍵１０に対応するスイッチ体ＳＷについても、可動接点部２５Ａ、２
５Ｂ、２５Ｃの並びの傾斜方向は統一する。これにより、隣接配置されるスイッチ体ＳＷ
同士の干渉が回避される。
【００４７】
　ところで、押鍵往行程におけるオンとなる順序は、本実施の形態でも可動接点部２５Ａ
、２５Ｂ、２５Ｃの順とするが、本実施の形態における特徴による効果の観点からは、そ
のような順序に限定されるものではない。また、配設間隔Ｄについては、等間隔でもよい
が、第１の実施の形態における構成を併用してもよく、Ｄ１＞Ｄ２とすることで、前後長
さを一層短縮することができる。
【００４８】
　本実施の形態によれば、鍵１０の長手方向に沿って隣接配置された可動接点部２５同士
の鍵並び方向における配置位置が異なっているので、隣接する可動接点部２５の配設間隔
を適切に保ちつつ、スイッチ体ＳＷの前後長さを短くすることができる。これにより、ス
イッチ体ＳＷを小型にできると共に、押鍵感触向上に寄与することができる。
【００４９】
　スイッチ体ＳＷの前後長さを短くする観点からは、１つのスイッチ体ＳＷにおける可動
接点部２５は直線的に配置しなくてもよく、図３（ｂ）に変形例を示すように、左右方向
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の位置が異なるように互い違いに配置してもよい（千鳥配置）。
【００５０】
　また、前後方向に隣接する可動接点部２５同士の鍵並び方向における配置位置を異なら
せる上で、図３（ｃ）に示すように、可動接点部２５同士が前後方向（鍵１０の長手方向
において）においてオーバーラップするように配置してもよい。図３（ｃ）の例では、可
動接点部２５Ａ、２５Ｂが量ＯＬだけオーバーラップしている。これにより、スイッチ体
ＳＷの前後長さを一層短くすることができる。
【００５１】
　第１、第２の実施の形態は、１つのスイッチ体ＳＷにおける可動接点部２５の数が４以
上であっても適用可能である。
【００５２】
　（第３の実施の形態）
　本発明の第３の実施の形態では、１つのスイッチ体ＳＷにおける可動接点部２５は３つ
であるが、３つの可動接点部２５が、平面視において各可動接点部２５を頂点とした三角
形を呈するように配置される。その他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００５３】
　図４は、第３の実施の形態における１オクターブ分のスイッチ体ＳＷを模式的に示す平
面視に相当する図である。各スイッチ体ＳＷの向きは異なるが個々の構成は同じである。
各スイッチ体ＳＷは、平面視において、３つの可動接点部２５で正三角形を呈する。これ
により、スイッチ体ＳＷは、前後方向に小型化が可能となり、鍵支点１１近くへの配置が
可能となる。よって、スイッチ体ＳＷを小型にできると共に、押鍵感触向上に寄与するこ
とに関し、第１の実施の形態と同様の効果を奏することができる。
【００５４】
　また、本実施の形態では、３つの可動接点部２５が呈する三角形の頂点の１つが鍵支点
１１の側（後方）を向くスイッチ体ＳＷと、鍵支点１１の反対側（前方）を向くスイッチ
体ＳＷとが、鍵並び方向において交互に配設されている。これにより、隣接するスイッチ
体ＳＷ同士が鍵並び方向においてオーバーラップするように設計しても動作上支障がない
。そのため、スイッチ体ＳＷ同士が干渉しない範囲で可動接点部２５を大きく設計するこ
とができるので、検出精度が維持される。
【００５５】
　ところで、本実施の形態においては、スイッチ体ＳＷを前後方向に小型化する観点から
は、可動接点部２５の押鍵往行程におけるオンとなる順序は限定されない。ただし、安定
動作の観点から、好ましくは、前側の１つ（または２つ）の可動接点部２５が先にオンす
るように構成される。
【００５６】
　ところで、図４の例では、白鍵１０Ｗ、黒鍵１０Ｂを含めて、隣接する鍵１０に対応す
るスイッチ体ＳＷの前後方向の向きが交互に互い違いであった。しかし、スイッチ体ＳＷ
の向きによって反力が相違するので、白鍵１０Ｗ同士、黒鍵１０Ｂ同士の押鍵感触をそれ
ぞれ均一にする観点からは、白鍵１０Ｗ同士、黒鍵１０Ｂ同士でそれぞれスイッチ体ＳＷ
の向きを統一した方がよい。
【００５７】
　例えば、図５に変形例を示すように、白鍵１０Ｗに対応するスイッチ体ＳＷは、３つの
可動接点部２５が呈する三角形の頂点の１つが鍵支点１１の側（後方）を向く（位置する
）ように配設し、黒鍵１０Ｂに対応するスイッチ体ＳＷは、それとは逆に頂点の１つが鍵
支点１１の反対側（前方）を向くように配設する。
【００５８】
　黒鍵１０は、押下操作される部分と鍵支点１１との距離が短く、操作時の回転角が大き
いため、スイッチ体ＳＷからの反力の影響が白鍵１０Ｗに比べて大きい。また、可動接点
部２５は、１つよりも２つの方が、押下される際の反力が大きい。従って、黒鍵１０Ｂに
対応するスイッチ体ＳＷを、頂点となる１つの可動接点部２５が鍵支点１１の反対側（前
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１の近い側に配置することができる。それにより、押鍵時における荷重増大の影響を小さ
くすることができる。
【００５９】
　なお、ハンマ１５を設けた鍵盤楽器（図１（ｂ））である場合は、図４、図５の例では
、頂点となる１つの可動接点部２５の前後方向の向きは、鍵支点１１に代えてハンマ支点
１４に対する向きとして考えればよい。
【００６０】
　この他、スイッチ体ＳＷを前後方向に小型化する観点からは、頂点となる１つの可動接
点部２５の向きは前方または後方に限られない。図６（ａ）～（ｆ）に可動接点部２５の
みの配設位置を模式的に示す。図６における上側が鍵支点１１側とする。
【００６１】
　例えば、図４、図５で例示したものを図６（ａ）、（ｂ）に模式的に示す。図６（ａ）
、（ｂ）に示すような後ろ向きや前向きに限られず、図６（ｃ）、（ｄ）に示すように、
横向きであってもよい。なお、呈する三角形は正三角形に限られない。図３（ｂ）に示し
た例は、図６（ｃ）の例の範疇でもある。
【００６２】
　ところで、スイッチ体ＳＷを前後方向に小型化する観点において、可動接点部２５が４
つの場合は、図６（ｅ）、（ｆ）に示すように、可動接点部２５が、平面視において各可
動接点部２５を頂点とした四角形を呈するように配置してもよい。これによっても、スイ
ッチ体ＳＷは、前後方向に小型化が可能である。可動接点部２５は、図６（ｅ）の例のよ
うに前後左右に平行に配列してもよいが、図６（ｆ）の例のように斜めであってもよい。
また、可動接点部２５が呈する四角形は、平行四辺形でもよい。
【００６３】
　ところで、上記各実施の形態や変形例では、可動接点部２５の先端の面積、すなわち、
基板１２に対向する面の面積は、共通であった。しかし、図６（ｇ）に示すように、押鍵
往行程において最初にオンする可動接点部２５Ａだけ、他の可動接点部２５よりも面積を
大きく設定するのが望ましい。
【００６４】
　すなわち、最初にオンする可動接点部２５Ａは、可動ストロークが大きい分、傾きやす
く、スイッチ動作が不安定となりやすい。特に、鍵１０が横方向の力を受けるような演奏
操作をされた場合は、特に不安定となる。しかし、可動接点部２５Ａの面積を大きくして
おくことで、可動接点部２５Ａが傾くことなく安定して固定接点部１７Ａに当接しやすく
なり、動作が安定し、チャタリング防止に繋がる。よって、スイッチ動作の安定化を図り
、鍵操作の検出精度を高めることができる。
【００６５】
　また、このように面積を異ならせる場合、押鍵往行程において後にオンする可動接点部
２５ほど、面積が小さくなるように設定してもよい。これにより、スイッチ体ＳＷを必要
以上に大型化しないで済む。
【符号の説明】
【００６６】
　１０　鍵（変位部材）、　１１　鍵支点（回動支点）、　１２　基板、　１４　ハンマ
支点（回動支点）、　１５　ハンマ（変位部材）、　１７　固定接点部、　２１　ベース
部、　２２　弾性膨出部、　２５　可動接点部、　ＳＷ　スイッチ体
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